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1．はじめに
　特定研究r異文浮間のコミュニケーションに関する研究：昭和60・61年度　報告書』（昭
和62年3月　大坪喜子編著）は，日本に滞在しているアジアからの留学生たちの日本人お
よび日本文化についての意見，および，日本の大学で留学生たちと直接かかわっている日
本人教官・事務官の意見をインタビュー形式で録音収集し，文字化したものである。本稿
では，この報告書の資料をもとに，アジアの留学生たちからもっとも多く指摘された日本
人の閉鎖性について文化人類学の立場から検討を加えることにする。
　アジアの留学生たちにとって，日本の中で見た日本人はどのように映るのか，また，日
本人が自然に振舞っている行動が彼らにどのように受けとられるのか，また，それが誤解
されるとすればどのように誤解されることになるのかを知ることは，日本人がみずからを
客観的に眺めるための助けとなるのは明らかであろう。そして，その日本人の行動・日本
文化について，文化人類学の立場からの説明を与えることができれば，日本文化の中での
　　　　　　　　　　　　　　　　の
アジアの留学生たちの「異文化衝突」によるストレスをやわらげることにつながるであろ
う。文化人類学の立場からの説明は，日本人側と留学生側が，お互いにどのような努力を
すればよいのかを考える糸口を示してくれることになるからである。すくなくとも，それ
は，それぞれに摩擦や誤解の原因について主体的に考える糸口を提供してくれることにな
るであろう。
　本稿では，上記『報告書』の資料を用いて，アジアからの留学生たちが日本文化の中で
どのような「異文化衝突」を経験しているのかを示し，彼らの異文化衝突の背後にある日
本文化をさぐることにする。日本とアジアの諸国間では，お互いに共通しているところも
多くあり，その相違点は見逃がされやすい。しかし，その共通した文化をもつアジアの留
学生たちが日本文化の中で気づいた相違点，言いかえれば，日本文化の中での彼らの「異
文化衝突」は，日本文化の特徴をより明白に示すことになるであろう。彼らの日本文化の
中での「異文化衝突」が，日本人に日本文化を認識させる絶好の機会となるということを，
われわれは受けとめることができなければならない。国際化社会における異文化間コミュ
ニケーションの出発点は，それぞれが自分自身の文化をはっきり認識しておくことである
からである。
　以下，Hおよび皿において，文化人類学における「文化」とはどのような概念であるの
か，そして，「異文化衝突」とはどのように認識されるのかについてふれ，四では，アジ
アからの留学生たちの日本文化との「異文化衝突」の例を示す。特に，ここでは，韓国人
留学生，中国人（台湾）留学生，フィリピン人留学生の場合がとりあげられる。ついで，
Vでは，日本人学生による日本文化の分析例を示す。そして，皿で，アジアの留学生たち
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が指摘した日本人の困った行動は，日本文化では，日本人がみなとうまく生きてゆくため
につくり出したルールに基づいたものであったということを指摘する。そして，異文一間
のコミュニケーションを円滑に行なうためには，ときには，自分自身の文化のルールの枠
を破らなければならなくなることもあるということを指摘する。
皿．「文化」とは
　はじめに，文化人類学における「文化」の概念を明らかにするために，Ruth　Bene－
dict（1934）および，　Edward　T。　Hall（1959）の「文化」についての考えかたを示すことに
　　　　　　　　　　　うする。まず，R．　Benedictによる次の説明は，「文化」がいかに日常的で，かつ，身近か
なものであるのかを示すものである。
　　From　the　moment　of　his　birth　the　customs　into　which　he　is　born　shape　his　experience
and　behaviour．　By　the　time　he　can　talk，　he　is　the　little　creature　of　his　culture，　and　by　the
time　he　is　grown　and　able　to　take　part　in　its　activities，　its　habits　are　his　habits，　its　beliefs
his　beliefs，　its　impossibilities　his　impossibilities．
すなわち，文化人類学における「文化（culture）」とは，「習慣（customs）」とほぼ同義で
あるといってよく，生まれた瞬間から，たまたま生まれてきたその社会がもっている習慣
の中で，人の経験・行動は形づくられるということになる。話すことができるようになる
頃には，人はその文化の小さな創造物になっており，成長してその社会の活動に参加する
項には，その社会の習慣（habits）は彼の習慣であり，その社会の信条（belief）は彼の信
条であり，その社会で不可能な事（impossibilities）は彼にも不可能な事ということになる
のである。したがって，文化人類学における「文化」とは「習慣」とほぼ同じ概念でとら
えられ，それは，育てられた社会の中で自然に身につけているものであるということにな
る。
　　　　　　　　　　　　　　　ヨラ　さらに，次に示すEdward　T．　Hallの説明は，この「文化＝習慣」を別の角度から述べ
たものである。
　　Culture　is　not　an　exotic　notion　studied　by　a　select　group　of　anthropologists　in　the
South　Seas．　It　is　a　mold　in　which　we　are　all　cast，　and　it　controls　our　daily　lives　in　many　un－
suspected　ways・
すなわち，「文化」とは，選ばれた人類学者たちによって，南洋の島々で研究されるとい
うエキゾチックな概念ではなく，それは一つの型（amold）であるという。われわれはみ
なその「型」の中に入れられており，それは，いろいろな思いがけない方法で，われわれ
の日々の生活を支配しているという。たとえば，日本文化という「型」の中で育ったわれ
われは，日本文化という一つの「型」の中で生活しており，その「型」の枠に支配されて
行動しているのである。そして，この場合，われわれはわれわれの「文化の型」を意識し
ているのではなく，むしろ，当然のこととして受け入れているのである。次に示すEd一
　　　　　のward　T．　Ha11からの引用文は，このことをさらに裏づけることになるであろう。
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　　In　my　discussion　of　culture　I　will　be　describing　that　part　of　man’s　behavior　which　he
takes　for　granted－the　part　he　doesn’t　think　about，　since　he　assumes　it　is　universal　or
regards　it　as　idiosyncratic．
言いかえれば，文化人類学の立場から「文化」を論ずるとき，自分にとって当然のことで
あり，それについて考えていない部分が話題となることになる。もう一度言いかえれば，
文化人類学における「文化」とは，当然のこととして受けとられており，意識されていな
い慣習・習慣をさすことになる。
皿．「異文化衝突」とは
　　　　　　　の　Richard　Brislinは，彼の‘Indicators　of　a　Person’s　Culture’の一つに，「文化」につい
ての次のような説明を与えている。
　　Culture　is　not　talk　about－much　of　it　is　taken　for　granted（much　like　the　air　we
breathe），　and　what　is　taken　for　granted　is　not　discussed．　Also，　since　culture　is　widely
shared，　it　is　uninteresting　to　talk　about　what　everybody　shares．　This　means，　however，
that　people　have　little　practice　in　discussing　how　culture　affects　their　behavior，　and　so　are
i玉1－preared　to　explain　their　culture　to　others（from　other　countries）．
　すなわち，「文化」とは，あまりにも当然のこととして受け入れられており，それは空
気のようにほとんど意識されなくなっているため，ふつう，話題にされることも，また，
議論されることもないものであるという。言いかえれば，それは広く人々に共有されてお
り，だれもが共有していることは話題にならないというのである。このことは「文化」が
人々の行動にどのように影響するのかを論じたりすることはほとんどないこと，そのため
に，自分の文化を他の国からの人々に説明する準備がうまくできていないことを意味する
という。
　われわれは，ふつう，自分の「文化」を当然のこととして受け入れ，それを普遍的
（universal）であると考えがちである。そして，異文化に接したときにはじめて，自分自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の身の文化に気づくことができるのである。このことについて，R．　Brislinは次のように述
べている。
　　Culture　becomes　clearest　when　people　interact　with　others　from　very　different
backgrounds．　Culture　becomes　clear　in“we1Lmeaning　clashes．”People　are　engazing　in
proper　behavior　according　to　their　own　culture，　but　there　is　a　clash　when　the　interaction　is
between　people　from　different　cultural　backgrounds．
　言いかえれば，異なる文化背景をもつ人とおつきあいをするとき，自分自身の文化にし
たがって，妥当であると思われる行動をしているにもかかわらず，相手がどうも自分とは
ちがった，おかしな行動をしていると思うことがある。それが他の文化との出会いであり，
自分自身の文化に気づくきっかけとなる。そしてその異文化との出会いを「文化の衝突
／
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（aclash）」と呼ぶことができる。
　「文化の衝突」は，必ずしも悪いことにはならない。それは，むしろ，われわれが自分
の文化を知るためのよい機会を与えるということができるのである。次に示すEdward
　　　アラ
T．H：allの文化人類学者としての考えかたは，このことを裏づけるものであり，われわれ
は，これを，異文化間コミュニケーションの出発点として受けとめておきたい。
　　Culture　hides　much　more　than　it　reveals，　and　strangely　enough　what　it　hides，　it　hides
most　effectively　from　its　own　participants．　Years　of　study　have　convinced　me　that　the　real
lob　is　not　to　understand　foreign　culture　but　to　understand　our　own．　I　am　also　convinced
that　all　that　one　ever　gets　from　studying　foreign　culture　is　a　token　understanding．　The
ultimate　reason　for　such　study　is　to　learn　more　about　how　one’s　own　system　works．　The
best　reason　for　exposing　oneself　to　foreign　ways　is　to　generate　a　sense　of　vitality　and
awareness－an　interest　in　life　which　can　come　only　when　one　lives　through　the　shock　of
contrast　and　difference．
　すなわち，「文化」の研究の真の仕事は，外国の文化を理解することではなく，自分自
身の文化を理解するこどであるという。自分自身の文化は，あまりにも当然のこととして
受け入れられているため，それをはっきりと認識することはむつかしい。われわれは，異
なる文化に自分自身をさらすことによって，はじめて，相違があることに気づき，自分自
身の文化に気づくことができる。そして，異なるもの，対立するものに出会った衝撃によ
り，ある意味での活力（vitality）や自覚（awareness）が創り出されたりもするというので
ある。
　「異文化衝突」とは，一一言でいえば，異文化に接し，相違点に出会うことを意味する。
ここでとりあげる日本文化の中でのアジアの留学生たちの「異文化衝突」とは，彼らが自
分たちとは異なる慣習・価値感で動いている日本の社会の中に自分を置くことにより，そ
れまでの自分の慣習・価値感が認められないことに遭遇することということになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　以下，次のEdward　T．　H：a11からの引用文を念頭において，アジアからの留学生たちの
日本文化との「異文化衝突」について，検討することにしたい。
　　The　best　reason　for　the　layman　to　spend　time　studying　culture　is　that　he　can　leam
something　useful　and　enlightening　about　himself．　This　can　be　an　interesting　process，　at
times　harrowing　but　ultimately　rewarding．　One　of　the　most　effective　ways　to　learn　about
oneself　is　by　taking　seriously　the　cultures　of　others．　It　forces　you　to　pay　attention　to　those
details　of　life　which　differentiate　them　from　you．
四．アジアからの留学生たちの日本文化との「異文化衝突」
　ここでは，韓国人留学生，中国（台湾）人留学生，フィリピン人留学生の場合を紹介する。
これらの留学生たちは，日本に対して好意的であり，比較的長く日本に住んでいる学生た
ちであるけれども，それぞれの立場で日本文化との「異文化衝突」を経験している。そし
て，彼ら自身の「文化」により，また，彼らの日本人とのかかわりかたにより，彼らの日
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本文化との「異文化衝突」の感じかたは異なる。以下，彼らの「異文化衝突」について，
文化人類学の立場から検討を加えることにする。
　　　　　　　　ラ
（1）韓国人留学生の場合
　早稲田大学大学院修士課程（近代史専攻）の学生である韓国人留学生Aさんは，すでに
六年間ほど東京に住んでいる。彼は，早稲田大学において，日本人学生の仲間に入りたい
と思い，積極的にグループ活動に参加し，日本人の友だちの中に入る努力をしてきたにも
かかわらず，なかなか日本人のグループの中へ入れないということを意識していた人であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
る。ここで過去形を用いたのは，彼の場合はすでに六年間，日本に住んでおり，このイン
タビューでは，彼が，彼の異文化衝突の経験をちょうど乗り越えた時点で話しているため
である。
　韓国人留学生Aさんとのインタビューは，Aさんが修士論文を書き終え，提出した直後
であった。彼の修論作成の最後の段階で，日本人の友だちが日本語を直す手伝いをしてく
れたことにひどく感激していたときであり，修論を書くという学生生活の最後の大きな仕
事をとおして，彼は日本人の仲間の中に入っていたことに気づいたという。
　　　　　　　
　インタビューの中で，Aさんは外国人留学生の気持を次のように説明している。
　「学校の中でできるようなサークルとか，自然なかたちでっきあえる何かを学校で
作らなくちゃいけないんだ。…初めは，なんとなく淋しいんです。日本人の群れがい
て，そして自分はアウトサイダーのような，外にいるような気持なんですよ。…実際
そうか，そうでないとすれば，自分が疎外感を感じているのか，それはわからない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のとにかく，その感じをできるだけ乗り越えよう，自分は教わる立場だから（と），そ
ういう努力を表わしているうちに，いつのまにか，今は，相手からも仲間として自分
（は）認め（られ）ているんじゃないかなあと思うんですよね。今度，修論を出した時，
自分のまわりのチームの人たちが日本語の文章とか，いろんな面で面倒をみてくれた
というのも，本当にありがたいんですよね。もう私はアウトサイダーじゃないんだ，
同じインサイダーの中で，互いにイコールになったんだと思うんです。私は六年くら
いたっている。だからやっとそう感じたのか，あるいは，修論というものを通じてそ
うなったとも思われるんですが，そうじやない場合には，アウトサイダー認識をもっ
たまま帰る人がいるかもしれないですね」
Aさんは，ほんとうに日本人の仲間の中に入りたいと思い，いっしょうけんめい努力して
いたにもかかわらず，なかなか仲間に入れないと感じていた。ここで，われわれは，韓国
人留学生に，なぜそのように感じさせるのか，また，いったいどうして，そのような感じ
を乗り越えるために，彼らはそんなに長い時間を必要とするのかということ考えてみる必
要がある。ここに，韓国文化と日本文化との間の相違が予測されるからである。Aさんの
場合，Aさんが日本人の仲間の中になかなか入れないと感じていることが，すなわち，　A
さんの日本文化との「異文化衝突」を示している。「異文化衝突」とは，具体的にはこの
ような形で現われる。
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次に示すAさんの日本人についての意見は，彼の日本文化との異文化衝突の実体を示す
ものである。彼が長い間，日本人の仲間の中へ入れないと感じていた原因を述べているか
らである。
　「私の言いたいのは，（日本人は）自分の意見を言わないということです。自分は
心を開いてバソバソ言っているのに，相手は…ただ黙って，「なるほど，なるほど」
ばっかり言ってね。（言い）終ったら虚しくなつちゃうんですよ。相手は自分を確か
　　　　　　　　　　　　　　　　　めたのに自分は相手を全然知らない。」
すなわち，Aさんが日本人の友だちの中に入って，積極的にグループ活動に参加していな
がら，それでも長い間，仲間の中に入れないと感じていた原因は，「日本人が自分の意見
を言わない」ということにあったということができる。Aさんの「相手は自分を確かめた
のに自分は相手を全然知らない」という意見は，韓国僧団から見た「日本人は閉鎖的であ
る」ということの真意を示すものである。
　さらに，Aさんといっしょにインタビューに応じてくれた早稲田大学大学院博士課程の
韓国人留学生Bさん（古代史専攻，日本滞在2年）も，日本人は「自分の意見を表に出さ
　　　　　ゆ
ないんです」と指摘している。Bさんは，日本人と韓国人の「友だち」という概念の違い
　　　　　　　　　の
を次のようよ述べている。これは，前述のAさんの日本人の閉鎖性についての指摘を別の
角度から裏づけるものである。
　　　　　　らう
　「私の大学の後輩たちと先生がたが，九州大学の招待を受けて日本に来たんです。
（九大で）何日かゼミをやって，それから東京まで旅行する，そういうスケジュール
だったんです。その中で，九州大学の学生たちが何人か一緒に参加して，日本語を一
緒に教えてくれたんです。その時，感じたんですけども，はじめ私の韓国の後輩たち
は非常に硬くて（心を閉ざして），アルバイトしている日本人の学生に対して口を閉
ざして何も言わないんです。そのアルバイトの学生たちは，非常に親切にしてくれる
んですけどもね。（韓国での）伝統的な考え方，日本は我々の敵だとか，そういうふ
うな堅い考え方から，あんまり心を開こうとしないんです。結局，最後の段階に，成
田空港で別れるとき，日本人の学生は（仕事が）終わることにホッとした雰囲気で，
ニッコりする。肩の荷が降りた，そういうふうな感じですね。韓国人の学生たちは淋
しく思ったのか，泣いたりしたんですよね。あんなに硬かった韓国人の学生たちが，
最後の成田空港で別れる時，涙を浮かべて。私は東京に住んでいますから，九大の学
生たちと一緒に戻りながら話したんです。あの学生たちがどうして泣いたか知ってい
るか，ちょっと聞いたんです。それが判らないんです。ぼくの考えをそこでちょっと
話したんです。日本人の「友だち」という概念では，信じていなくても友だちになれ
る。勿論，親友というのは別の感じかもしれないですけどね。韓国人は，初めは硬い
（心を閉ざしている）かもしれないんですけど，一応，自分の心を開いて友達と思っ
たら，なんでも心を開いて話しあう。だから，彼らは，もうすでにあなたたちを友だ
ちというふうに思ったから，別れるのがかなしくなって泣いたんじゃないか，そうい
うふうなことを言ったんです。
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　私がそのとき感じたのは，韓国人と日本人とけんかするのは，日本人側が韓国人は
もう友だちになっただろう，そう自分勝手に思って，それと自分自身は，ある線以内
には，いわゆる，建前と本音というものなんでしょうけれども，その建前以内には相
手を入れてくれない。そういうところがけんかにも発展するのではないだろうか。そ
んな感じを受けました。」
Bさんは，韓国人は，はじめは硬く心を閉ざしているけれども，いったん，友だちと思っ
たなら，心を開いて自分の考えを話すということを述べ，一方，韓国人の立場から日本人
の行動を眺めると，「日本人は信じていなくても友だちになれる」というように見えると
述べている。この場合「信じていなくても友だちになれる」という意味は，日本人は心を
開いて本音を話しあえなくても友だちになれるということである。逆に，韓国文化では，
本音を話さないのは友だちではないということを意味する。つまり，Bさんの指摘した「日
本人は建前以内には相手を入れてくれない」という意味は，「ほんとうの友だちではない」
ということになる。
　韓国人留学生たちにとって，日本人が閉鎖的であり，なかなか日本人の仲間の中に入れ
ないといっていることの意味は，彼らが日本人の仲間と行動を共にしているという行為だ
けで，仲間であるとは考えていないということであり，日本人が心を開いて自分の意見を
表わす状態になったときにはじめて仲間であると考えるということである。
　ここで，韓国人留学生Aさんの日本文化との異文化衝突についてまとめてみると，Aさ
んは，六年間の日本滞在の間に，積極的に日本人の仲間の中に入る努力をし，グループ活
動に参加していたにもかかわらず，なかなか日本人の仲間の中に入れないと思っていた。
それは，日本人の友だちが自分の意見を表わさないために，相手が何を考えているのかわ
からないからであった。しかし，Aさんは，修論を書くという仕事をとおして，自分を表
わさない日本人の仲間たちの心が理解できたことになる。ことばでは自分を表わしてくれ
なかった日本人の友だちが，Aさんの修論の最後の段階のたいへんな時に，日本語の文章
を直す手伝いをしてくれたことにより，Aさんは，自分は目本人の学生の仲間の中にいた
ことを知ったという。Aさんは，ことばでは自分を表わさない日本人の，相手を察する心
を，修論を書くという，彼の土俵の中に日本人の友だちが入ってきたとき，はじめて気づ
くことができたということができる。それまで，Aさんは，日本文化の中で，韓国文化に
したがって，日本人学生たちの中に入っており，友だちになる努力をしていたということ
ができるであろう。彼は，日本人学生の仲間の中に入って，どんどん自己を表現し，日本
人の仲間の意見を聞こうとしていた。しかしながら，その方法は日本人学生には通用しな
かったことになる。彼の方法に会わせるためには，日本人学生たちは，日本文化の粋を破
らなければならないことになるのである。この場合，もしも日本人学生が自分自身の文化
についての知識があれば，Aさんに会わせることができたであろう。　Aさんも，日本人学
生も，それぞれの文化についての知識がないのである。したがって，それぞれが，それぞ
れの文化にしたがって，当然と思う行動を，ごく自然にとっているのである。Aさんが六
年間もの長い間，日本人の仲間の中に入れないと思っていたのは，双方が，自分自身の文
化を認識していなかったことによると言うことができる。「異文化衝突」の解決のむつかし
さはそれぞれが，自分自身の文化を意識していないところにあるといってよいことになる。
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（2）中国（台湾）人留学生の場合
　九州大学経済学部3年生の台湾からの留学生（日本滞在5年）は，前述の韓国人留学生
とは異なり，日本人学生・日本文化を，どちらかと言えば，外から眺めており，今まだ異
文化衝突の中にいる学生である。以下，インタビューでの彼の意見を中心にみてゆくこと
にする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　インタビューの最初の「やりとり」からみてみよう。
Q　「いままで自分にとって一番困った事を教えてもらえますか」
A　「一番困っているのは，私の場合，日本人のグループに入れないことです」
まずはじめに，日本人の閉鎖性が指摘されている。これは同時に，彼にとって，日本人の
グループに入れないことが，彼の「日本文化との衝突」であることを示している。さらに，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ彼の「ノートを見せてくれということは結構あったんですが，見せてくれないわけです」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うという日本人学生評につづく次の「やりとり」をみてみよう。
Q　「ノートを見せてくれないのは人によるのではないですか」
A　「人によると思います。日本人はよく，小さな集団になっていますね。友だちが
　　何人かで。私たちにとっては，なかなかああいうふうなグループ，ああいうふう
　　　　　　　　　　　　　　　の
　　な所に入れないわけですね」
ここで，彼の考えている「日本人学生たちのグループ」の意味がわかる。つまり，「気の
あう小さな集団」ということになるであろう。その集団の中に入れないと言っているので
ある。さらに，日本人学生がノートを貸してくれない理由について，
「あんまり知らない人だからでしょうね。前提として，みなつきあっているんですね。
日本人はみな，自分の親しい友だちがあって，借りるときも，日本人は，ふつうは，
全然知らない人から借りることはできないですね。……私たちの場合，最初の段階で
共通する部分がないから，ああいうふうなグループとか，友だちができにくいんです。
私たちには友だちになりたい気持はあるんですが，むこうは，別にそういう気持がな
いんです。……日本人の閉鎖性のようなところが，長く滞在すると，一番困っている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　んです。なかなか親しい友だちができないわけですよ」
と述べており，彼が，日本人のグループの中に入れないことで困っていると言っているこ
との意味が説明されている。彼は，日本人は自分が借りるときもふつうは全然知らない人
から借りることはできないから，知らない人には，やはり，貸すことはできないのではな
いかと指摘する。そして，知りあいをつくる場合，お互いの共通する部分を見つけて，グ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラループや友だちをつくっているという彼の観察は，日本文化の本質を指摘しているといっ
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てよい。そして，そのようにしてつくられるグループの中には，共通する部分のない外国
人留学生は入ってゆくことができない。つまり，それは，外国人留学生には閉ざされたも
のとして受けとられていることがわかる。
　さらに，この台湾からの留学生の場合は，留学生会館に住んでおり，日本人学生のサー
クル活動にも参加していないため，どちらかと言えば，日本人社会の傍観者の状態にある。
彼自身も述べているように，彼の意志・希望とは逆に，彼はいつも一人である。
「……学校に来たら，日本人は2・3人ずつ一緒に食事に行くとか，そんな状態です
ね。しかし，私は，教室に入ったりとか，どこへ行っても一人ですね。日本に来てい
るし，日本語を勉強しているし，日本の経済学を勉強しているけれども，なかなかそ
うじやないみたいですね。自分の国に行っているみたいで。自分一人だけで。日本人
は，わりと長い時間かけなくちゃ，そして，共通する部分がなければ，なかなか友だ
　　　　　　　　　　　　
ちになりにくいんですよ」
　このように，台湾からの留学生の目から，日本人学生の行動を見てくると，ここでも，
日本人学生たちは，自分たちにとってごく当然と思われる行動をごく自然にしているだけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のであることに気づくであろう。そして，台湾からの留学生も，次に示す彼の発話が示すよ
うに，日本文化の中で，台湾の文化にしたがって行動していることがわかる。
「私が台湾にいたときも，友だち（に）他の国からの留学生が結構いたんです。中国
人には「お客さん」という考え方があって，よけい親切にやってあげるんです。日本
に来て，なかなかこういうふうな面が……」
つまり，台湾の文化では，「お客さん」である外国人留学生に対して，台湾の学生たちが
親切にするのは当然のことである。そして，それを，日本に来て，日本人学生にも期待し
ていたのに，日本人学生たちはどうも自分をそのようには扱ってくれない。言いかえれば，
彼は，日本人学生たちが彼に話しかけて，グループの中に入れてくれることを期待してい
たのに，誰も話しかけてくれないことで困っているということになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同じことが，中国（大蓮）からの留学生からも指摘されている。彼は，長崎大学の学生
をどう思いますかという質問に対して，次のように答えている。
「ここの学生は，むこうとは違っています。例えば，むこうに留学生がきたとしたら，
授業後，中国の学生は留学生をとりかこんで，いろいろ質問をします。ここでは事情
がちょっと違います。私のほうから話しかけなければ相手は話してくれません」
中国（台湾を含む）文化では，外国人留学生たちに，自分たちのほうから話しかけて，友
だちになるようにするのが当り前の行為であることがわかる。一方，日本文化では，この
中国からの留学生が指摘しているように，留学生のほうから話しかけなければ，日本人学
生たちは話してくれない。そのような日本人学生たちの行動は，中国人留学生（台湾から
の留学生も含む）には困った行動である。しかし，日本人学生たちは，ごく自然な行動を
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しているだけである。ここでも，それぞれが，それぞれの文化にしたがって，ごく当り前
の行動をしている。
　台湾からの留学生は「日本人が閉鎖的であるという印象はずっと変らないのですか」と
いう質問に対して，
「変らないですね。こういうふうな点で日本人は，外来の民族とか，外から来ている
人たちに対して信頼感がないんですよ。もともと日本人は単一民族だし。これは，留
学生に対してだけじゃなくて，（日本人の間でも）たとえば，「福岡の人」とか，まず
出身があって，まず，出身から聞くんですね。「どこの学校？」とか。みな共通する
部分から探しているんですね。こういうふうな部分がなければ，なかなか親しくなれ
ないですね。日本人は会ったらすぐ出身校とか出身地とか聞く。こういうふうな部分
が日本人と中国人の違うところですね。中国には昔から外来の民族がよく入り込んで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のいますね。だから，もっとオープンになっているんです」
と述べ，日本人の仲間づくりの方法を指摘する。この方法では，外国人には共通する部分
が出てこないため，仲間から除外されることになる。中国では外来の民族を受け入れてき
ているため，外に心を開いているということを述べ，日本人がもっと外来の人々に心を開
　　　　　　　　　　くべきであることを指摘する。
（3）フィリピン人留学生の場合
　長崎大学水産学部大学院生のフィリピン人留学生は，二度目の来日で，日本人の友だち
のつくりかたをすでに心得ている。彼は，おみやげをあげるという方法で，友だちづくり
のきっかけをつくってきたという。その彼に，次のような質問を発して，日本人について
　　　
の意見をきいてみた。
Q：What　aspects　of　Japanese　culture　do　you　hate　mostP
A：Ithink，　telling　you　frankly，　I　heard　a　lot　that　Japanese　are　sometimes　s6碗s雇π
　　％α伽紹．It’s　not　from　me，　the　way　I　look　at，ノのα％θsθα7θρ6η8勿．7初禽ω勿焼の
　　oα勉θご∂’〃幼云加’ノψ碗θs6σ紹sθ旛ゐ．　Japanese，　they　don’t　associate　with　8甑
　ノ勿（foreigners），　because　they　don’t　know　how　to　speak　English．　Then　they　are
　　feudalistic，　conservative　type．　Since　we　are　8先学，　it’s　up　to　us　to　deal　with　them．　I
　　had　a　lot　of　friends　since　I　came．　They　are　very　good　to　me．　I　used　to　give
　　souvenirs．　But　one　thing　I　can　advise　you　is　thatω6α紹8π〃勿，．敢ραπ6sθα鮪θ乃os’．
　　They　have　to　offer　good－heart　to　8妨勿．　Because　we　came　here　to　learn　how　to
　　make　friends，　to　mingle　with　them．　But　oπ6紹α1砂ρ7η漉物盛s飾α∫伽yσ彫s6膨s雇π
　　紹云〃紹．
彼は，日本人は恥かしがりやであるといい，そのために，多くの人々が，日本人は自己中
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心的（selfish）であると思っているという。彼自身は，おみやげを用意して，友だちにな
るきっかけをつくってきたという。しかし，彼の本心としては，日本人がホストであるか
ら，外人である自分たちにもつと気を使うべきであると忠告していることになる。恥かし
がりやの日本人は，英語がうまく使えないこともあり，日本人どうしでのみつきあい，外
人にホストとしての配慮をしないから，自己中心的であるというのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに，このあとに続く次の質問に答えて，次のように述べている。
Q：According　to　what　you　said，　other　foreigners　want　us　Japanese　to　be　more　activeP
A：You　have　to　be　more　active．　You　don’t　associate　with　different　kinds　of　peoples，
　　but　only　with　Japanese　people　because　they　are　selfish．　You　have　to　impart　your
　　life　to　others，　not　only　Japanese・Japanese．　I　think　it’s　not　good．　According　to　my
　　own　observation，　my　own　accounting，　my　own　analysis，　you　really　have　to
　　associate　with　8α勿〃．　So，　you　can　understand　the　feeling　of　other　nations．．．．It’s
　　high　time　now　that　the　government　of　Japan，　especially，　the　Ministry　of　Educa－
　　tion　emphasizes　directly　to　the　teachers．　They　have　to　teach　students　to　deal　with
　　8吻勿．
日本人は，自己中心的（selfish）があるから，他の人種とはつきあわず，日本人とだけつ
きあつているといい，もっと他の国々からの人々とも生活をわかちあうべきであるという。
そうすることによって，他の国民の感情や気持も理解できることになると述べている。
　このフィリピン人留学生の場合についてまとめてみると，日本人は日本人どうしでのみ
つきあい，外国人について配慮していないこと，そして，そのような日本人の態度を，彼
は自己中心的（selfish）であると指摘していることになる。これは，言いかえれば，日本
人の閉鎖性を指摘していることになる。台湾からの留学生とは表現は異なるけれども，外
に対してもっと心を開くように忠告している。日本人と友だちになるためには，留学生の
ほうから積極的に行動しなければならないというのは，ホストとして日本人は怠慢である
ということになるのである。
（4）まとめ
　最後に，以上の三例についてまとめることにする。アジアからの留学生たちの日本文化
との「異文化衝突」の実体とは「日本人の閉鎖性」ということになる。その閉鎖性のとら
えかたは，韓国人，中国（台湾）人，フィリピン人により，それぞれ，その表わしかたが異
なるけれども，次の三つにまとめられる。
1．日本人は自分の意見をはっきり表わさないこと（心を開かないのは友だちではない）
2．日本人はグループ中心に行動すること（共通する部分のない外国人は排除される）
3．日本人は恥かしがりやであること（日本人どうしでっきあい，外国人に配慮しない）
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彼らが，「日本人は閉鎖的である」というとき，その根拠となるのは，日本人の示す上の
三つの行動の（いずれかの）ためであるということになる。
V．日本人学生による日本文化の分析例
　筆者は，長崎大学教育学部英語科四年生の語用論および異文化間コミュニケーションに
関する講義（1987年度・1988年度）において，文化人類学の知識および日本の中でのアジ
アの留学生たちの異文化衝突について情報を与えたあとで，英語科学生に彼ら自身の文化
を分析する仕事を課してみた。以下に，彼らの分析結果を示すことにする。彼ら自身の文
化について，各自各様の分析をしているけれども，ここでは，そのうちの3例を示す。
例1．日本文化の中でのPoliteness
　日本人は「和」を大切にする。「和」を大切にする日本人であるから，転校生はあくま
でも「よそもの」である。新しい学校になじむためには，次のことを守らなくてはいけな
い。
　（1）最初から目立った言動は行なわない。一
　（2）新しい土地の言葉を早くマスターする。
　（3）前の学校は楽しかったなどと言わない。
このルールを破ると生意気だと思われ，いじめられるのである。日本人の考えかたを総合
してみると，日本人はひかえめで，従順で，目立たず，自分を低くして相手をたて，しか
も，気がきいているのがよいことになる。これをまとめると次のようなルールになる。
　日本文化にあらわれるPolitenessのルール
（1）ひかえめにする（特に，自分のこと，家族のことは低くして言う）
（2）相手の気持を予想する。
（3）年令・社会的地位の上の人には，どんな場面でも敬語を使う。
例皿．日本語の会話のルール
（1）他人のことを思いやれ
（2）あいまいであれ
（3）礼義正しくあれ
（4）いばるな（でしゃばるな）
（5）　（（1）一（4）のルールを守るという目的ならば）ウソは罪悪ではない。
例皿．日本人のグループ主義
（1）日本人の生きるための2つのルール
　　イ．「ひと」と同じようにしなさい。（「ひと」＝グループ）
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　　ロ．「ひと」と違ったことはしてはいけません。良いことも，悪いことも。
（2）学校や職場で「うまく」やっていくための4つのルール
　　イ．どこかのグループに所属しなさい。
　　ロ．そのグループの人と同じように振舞いなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ハ．もしできないときは，そのふりをしなさい。
　　二．「ひと」と違う意見を発言してはいけません。仮に非常にすばらしい意見でも
　　　　他のメンバーとの間に溝のできるきっかけとなるからです。
（3）あなたが「新入り」のとき，そこでみんなにとけ込んでいくための4つのルール
　　イ．目立った言動はつつしみなさい。
　　ロ．個性のないグループに下手に接近しなさい。
　　ハ．そのグループと一緒に行動しなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二．私は馬鹿で，おとなしくて，一人では何もできないというふりをしなさい。決
　　　　して強い個性があるとか，ひとりでテキパキするのが性にあっているというこ
　　　　とを表に出してはいけません。
以上の三例は，日本文化の中で育った日本人学生の，自分自身の文化を分析したものであ
る。例1は，小学生の頃から九州の中で転校をしばしば経験した学生によるもの，例皿は
アジアからの留学生たちとのサークル活動に参加している長崎市出身の学生によるもの，
そして，例言は，長崎市出身の学生で，サークル活動等には参加していないふつうの学生
によるものである。彼らの指摘している日本文化の特徴は，「自己を表に出さない」とい
うことである。言いかえれば，日本文化では「目立たないようにすること」が大切なこと
であるのである。「和」を大切にするために，自己主張したり，目立つ行為は好ましくな
いということになる。
W．おわりに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日本人学生たちの示した日本文化の特徴を整理すると次のように表わすことができる。
　‘Politeness　in　Japanese　Culture’
H：armony　is　important　in　Japanese　culture：
Rules　of　Politeness．
1．You　have　to　behave　discrectly．
2．You　have　to　be　a　good　mind　reader．
3．You　have　to　use　honorific　expressions　to　elder　persons．
一方，アジアからの留学生たちの日本文化との異文化衝突の問題点をまとめると次のよう
になる。
　‘Problems　for　Asian　Students　in　Japanese　Culture’
　1．Japanese　do　not　express　their　opinion　clearly．
　2．Japanese　are‘group－oriented’．
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3．　Japanese　are　shy．
この二つを比較するとすぐに気がつくように，日本人が日本文化の中で礼節（politeness）
を守るためのルールに従って行動することは，アジアの留学生のために問題をひきおこす
ことになる。つまり，日本人が日本文化の中で「和」を大切にするために守らなければな
らない日本文化の礼節のルールが，アジアの留学生たちのためには，「日本人の困った行
動」となる行為を導びいていることになる。このことは，異文化間のコミュニケーション
においては，場合によっては，自分自身の文化の枠を破ることも余儀なくされることを示
唆している。あるいはまた，お互いに異なる相手の文化を受け入れることができるように
なることが求められているということになる。そして，そのためには，まず，それぞれが
自分自身の文化を知っておくことが重要であり，その上で，相手が異なる文化に属してい
ることを認識し，その異なる文化を受け入れることができることを求められていることに
なる。単一民族である日本においては，これからの国際化社会において異文化を受け入れ
ることができるようになるための教育・訓練を学校教育の中にもとり入れなければならな
い時期にきているということができるであろう。
＊本稿は，ハワイのイースト・ウエスト・センター（East－West　Center：Institute　of
Culture　and　Communication）において開催された“Summer　Workshop　for　the　Develop－
ment　of　Intercultural　Coursework　at　Colleges　and　Universities（July　12－21，1989）”で口
頭発表されたものをもとにまとめられたものである。
〔註〕
1．「異文化衝突」の概念については，皿（pp．3～4）を参照。
2．R．　Benedict（1934），p．3．
3．Edward　T．　Hall（1959），p．30．
4．　Ibid．　p．30．
5．Dr．　Richard　Brislinは，ハワイのEast－West　Centerで開催されたInstitute　of　C磁ure　and　Communica－
　tion主催“S㎜mer　Workshop　fo曲e　Development　of　Inter㎝1加r訓Co蟹sework　at　Colleges　and　Univer－
　sities（July　12－21，1989）”のWorkshop　organizerで，‘Indicators　of　a　Person’s　Culture’（July　l　3，1989）
　は，その折に資料として配られたものである。
6．‘Indicators　of　a　Person’s　Culture’（July　13，1989）による。
7．Edward　T．　Hall（1959），　p．30．
8．Ibid．　p．32．
9．特定研究『異文化間のコミュニケーションに関する研究：昭和60・61年度　報告書』pp．7－15．
10．同上，p．9．
11．（）内は筆者が加筆した部分を表わす。
12．特定研究『異文三間のコミュニケーションに関する研究：昭和60・61年度，報告書』p．13．
13．同上，p．12．
14．同上，pp．7－8．
15．Bさんは韓国の高麗大学出身で，現在は，高麗大学助手である。
16．V．　M．（pp．12－14）を参照。
異文化間のコミュニケーションに関する研究：報告書11 91
17．特定研究r異文化間のコミュニケーションに関する研究：昭和60・61年度，報告書』p．101．
18．同上，p。101．
19．同上，p．101。
20。韓国人留学生Aさんも，「日本人の群れがいて，そして自分はアウトサイダーのような，外にいるよう
　　な気持なんですよ」（p．5）と，同じ主旨のことを指摘している。日本人は，自然にこのような小さな
　　集団をつくっているようである。そして，それは外国人留学生には，なかなか入ってゆけない集団で
　　あることがわかる。
21．特定研究r異文三間のコミュニケーションに関する研究：昭和60・61年度，報告書』p．102．
22．Chie　Nakane，℃riter量a　of　Group　Formation’を参照。
23．特定研究『異文化間のコミュニケーションに関する研究：昭和60・61年度，報告書』p．105．
24．同上，p．104．
25．同上，p．123．
26．同上，p．104．
27．同上，p．105．
28．同上，pp．128－9．
29．同上，p．129．
30．ここでまず‘Politeness　in　Japanese　Culture’および‘Problems　for　Asian　Students　in　Japanese
　　Culture’は，　East－West　Centerの“Summer　Workshop　for　the　Development　of　Intercultural
　　Coursework　at　Colleges　and　Universities’（July　12－21，1989）”において筆者が“Cross－cultural　dlf－
　　ferences　that　are　especially　impactful　when　encountered　by　outsiders”と題する口頭発表を行なったと
　　きに示したものである。
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